
構成団体 （宮古市、山田町、岩泉町、田野畑村）

2,670.51 586 472
（１）人口

圏域総人口 圏域内 73.6
盛岡圏域 18.2

 75歳以上比率(%) 釜石圏域 3.7
久慈圏域 2.7

（２）医療機関、介護施設の状況 （３）療養病床の状況 岩手中部圏域 1.3

6 病院名 病床数 胆江圏域 0.2
46 宮古第一病院 70 両磐圏域 0.2
36
3
0
9 （４）介護施設等の状況 H29.4.1現在

78 定員

2 - 
2 361 （4施設）

126.4 717 （11施設）
564.6 207 (22施設）
22.6 21 (1施設）
76.3 20 (1施設）

147.3 50 (1施設）
657.9 18 (1施設）
88.9 30 

382,334
307,226

県立宮古病院 宮古第一病院 県立山田病院 済生会岩泉病院
有床診療所

(３)

宮古 高度急性期 0 0 39 ▲ 39 過剰となる機能

急性期 280 231 31 262 143 119
回復期 220 36 78 50 60 224 196 28
慢性期 70 70 70 94 ▲ 24 不足する機能

休床等 71 35 35 35
合計 641 302 148 50 60 31 0 591 472 119

備考
●高度急性期に係る加算の届出状況
　・「超急性期脳卒中加算」届出医療機関　県立宮古病院
●回復期に係る加算の届出状況
　・「地域包括ケア病棟入院料２及び地域包括ケア入院医療管理料２」届出医療機関　県立宮古病院（36床）
　・「回復期リハビリテーション病棟入院料４」届出医療機関　宮古第一病院（78床）
●慢性期に係る加算の届出状況
　・「療養病棟入院基本料」届出医療機関　宮古第一病院（70床）
●二次救急医療機関　県立宮古病院
●地域災害拠点病院　県立宮古病院
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(e) 患者受領行動調査〔令和元年度〕
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(m)

R5医療施設調査（※３年に１度実施）

介護保険事業状況報告

R4厚生労働省　医療費の地
域差分析

日本の地域医別将来推計人口
（R5推計）国立社会保障・人口

PT・OT・STの総数

介護保健施設の状況

東北地方厚生局届出受理
医療機関名簿

岩手県長寿社会課
東北地方厚生局届出受理
医療機関名簿（R6.12.1現
在）

(一社）高齢者住宅協会HP

(n)

(o)

(p)

(l)１人当たりの介護費（円）

療養病床の状況

R5医療施設調査（※３年に１度実施）

回復期リハビリテーション病棟、地域包括ケ
ア病棟入院料届出状況、緩和ケア病棟

サービス付き高齢者住宅

R5医療施設調査（※３年に１度実施）

10万人当たりの医師の総数
10万人当たりの看護師の総数
10万人当たりのリハの総数

１人当たりの医療費（円）

(i)

岩手県保健医療計画（2024-2029）

岩手県地域医療構想
岩手県人口移動報告年報

診療所施設数
(f)

総病院数

基準病床数
H37必要病床数

(g)

(h)

東北地方厚生局届出受理医療機
関名簿（R6.12.1現在）

R5医療施設調査（※３年に１度実施）

看護師の総数
薬剤師数

医師の総数

地域包括ケア 病床数
在宅療養支援診療所
在宅療養支援病院

宮古構想区域

在宅療養支援診療所

2015.10.1現在
85,809

75歳以上人口 16,111

介護療養型医療施設
種類

介護老人福祉施設

具体的対応方針総括表

2020年推計人口

訪問診療実施件数
在宅看取り施設数

地域包括ケア 病床数

H37必要病床数（床）総面積（k㎡） 基準病床数（床）

16,545 17,459
73,042

受療動向（患者住所地）2025年推計人口
79,475

看護師の総数

介護老人保健施設

在宅療養支援病院

診療所施設数
総病院数

PT・OT・STの総数 サ高住（非特定）

10万人当たりの医師の総数

特定施設（軽費老人ホーム等）

18.8 23.920.8

訪問診療施設数

在宅看取り実施件数

養護老人ホーム（非特定）

グループホーム

１人当たりの医療費（円）

１人当たりの介護費（円）

医師の総数

在宅看取り実施件数

生活支援ハウス

2020.10.1現在人口

推計人口

薬剤師数

Ｒ６時点
病床機能
報告
Ａ

受領行動

訪問診療施設数
訪問診療実施件数
在宅看取り施設数

Ｒ７時点
稼働病床

Ｂ

　　　　　Ｒ７時点稼働病床数（Bの内訳）

10万人当たりの看護師の総数
10万人当たりのリハの総数

軽費老人ホーム（非特定）

資料1-3

急性期、回復
期

高度急性期、
慢性期

構想区域 機能区分

具体的対応方針（稼働病床） Ｒ７
必要

病床数
Ｃ

差引

Ｂ－Ｃ

構想区域
の概況



具体的対応方針一覧表（病院要旨）

病院名 病院の役割・特色 今後の方向性（病床機能や病院が担う役割・機能など）

・地域周産期母子医療センターとして、周産期に係る
比較的高度な医療を提供。

・地域医療支援病院として、紹介患者の積極的な受入れ、地域の医療従
事者に対する研修の開催など、かかりつけ医等への支援、連携を強化す
る。

県立宮古病院

・急性期から回復期を中心とした病院機能を担う。

・圏域の基幹病院としての機能を担い、二次救急医療
や、がん医療、周産期医療等の高度・専門医療を提
供。

・地域がん診療病院として、専門的ながん医療を提
供。

・圏域の基幹病院としての機能を担い、二次救急医療や、がん治療等の
高度・専門医療を担う。

・地域災害拠点病院として、災害発生時の災害派遣医療チームの派遣や
被災地内の重症傷病者の受入れを行う。

・地域医療支援病院として、紹介患者に対する医療の
提供、地域の医療従事者に対する研修を実施。
・臨床研修病院として、臨床研修医を受入れ。

・圏域の回復期医療を担う病院として、回復期リハビリテーション病棟
での集中的なリハビリによる早期退院、早期社会復帰、在宅復帰を目指
す。

・圏域の地域病院として、基幹病院である宮古病院と連携・協力しなが
ら地域医療機能を担う。

・回復期を中心とした病床機能を担う。

・宮古保健医療圏における後方病院として、回復期患者の受入れを推進
していきます。
・訪問診療や訪問看護を継続し、在宅医療の充実を図ります。

・救急告示病院として、圏域内を中心に救急患者を年
間8,000人程度（うち救急車搬送3,000人程度）受入
れ。

・地域災害拠点病院として、災害発生時の災害派遣医
療チーム（ＤＭＡＴ）の派遣や被災地内の重症傷病者
を受入れ。

宮古第一病院

県立山田病院

済生会岩泉病院

・圏域の回復期医療を担う病院として、回復期リハビ
リテーション病棟ではチーム医療による早期退院、早
期社会復帰、在宅復帰を目指す。

・圏域の地域病院として、基幹病院である宮古病院と
連携・協力しながら入院・外来医療を提供。

・地域内外の医療機関等と連携強化し、機能分化を推進。

・地域における唯一の公的医療機関として、一般診
療、人工透析、24時間の救急対応、更には訪問診療や
訪問看護などの在宅医療にも幅広く対応しています。


